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� 傍聴の際には「自宅での検温・マスクの持参」をお願いします �
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議会を傍聴される皆様には、議場への入場前
に体温・体調等の申告をいただき、入場時にはマスクの着用、手指のアルコール消毒をお願いする
ことといたします。傍聴に来られる際には、あらかじめ自宅での検温と、マスクの持参をお願いい
たします。
　また、傍聴する際には、他の傍聴者と２メートル以上の間隔を空けて着席ください。
　感染拡大防止のため、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

特　集
観
光
客
を
呼
び
込
み

 

ま
ち
の
活
性
化
へ



特
　集

事務局長 石井さん 事務員 天満さん会長 宮原さん

Q 

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
例
年
で
は
竹
ま
つ
り
や
憧
憬
の
路
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
及
び
後
援
を
し
て
、
観
光

客
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
か
ぐ
や
姫
が
七
夕
ま
つ
り
や
広
島
Ｄ

Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
参
加
し
て
、
観
光
宣

伝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
会
員
は
２
２
５
名
お
り
、
会
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

Q 

力
を
入
れ
て
い
る
事
業
は 

 

何
で
す
か
。

　
現
在
は
、
竹
原
市
や
商
工
会
議
所
な
ど
と
連

携
し
、
竹
原
市
観
光
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、

竹
原
市
の
観
光
振
興
を
効
果
的
に
推
進
す
る
体

制
を
検
討
す
る
た
め
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　川
本
議
員
・
井
上
議
員
が
聞
く

観
光
客
を
呼
び
込
み

ま
ち
の
活
性
化
へ

竹
原
の
観
光
の
一
役
を
担
っ
て
い
る
（
一
社
）
竹
原
市

観
光
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

たけはら市議会だより2021（令和 3 年）8 月 第 105 号（ 2 ）



Q 

や
り
が
い
が
あ
る
と 

 

感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
マ
ッ
サ
ン
・
リ
タ
の
銅
像
建
設
の
時
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
観
光
が
目
に
見
え
る
も
の
と
し

て
形
に
な
っ
た
の
で
、
多
く
の
方
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
そ
の
他
、
観
光
客
の
方
が
私
た
ち
の
案
内
に

満
足
さ
れ
『
ま
た
来
た
い
ね
』
と
声
を
か
け
ら

れ
た
時
や
、
お
礼
の
電
話
や
メ
ー
ル
を
も
ら
っ

た
時
で
す
。

Q 

観
光
資
源
を
一
過
性
に 

 

終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
。

　
竹
原
の
文
化
や
歴
史
を
知
り
な
が
ら
自
分
の

価
値
感
に
合
わ
な
い
と
思
っ
て
い
る
市
民
や
、

当
た
り
前
と
し
て
気
づ
い
て
な
い
人
も
い
る
の

で
、
知
ら
し
め
る
努
力
は
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
で
き
た
と

き
の
喜
び
は
心
に
残
る
の
で
、
官
民
一
体
で
気

づ
か
せ
る
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
ん
で
す
。

Q 

食
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　
竹
原
だ
け
で
は
お
客
さ
ん
は
呼
べ
な
い
が
、

食
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
商
品
の
価
値
が

上
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
の
瑞
風
で
、
竹
原
産
の
酒
、
牛
肉
、
キ

ャ
ン
ベ
ル
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
３
品

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
例
に
な
い
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

Q 

竹
原
市
に
要
望
は 

 

あ
り
ま
す
か
。

　
多
く
の
看
板
が
古
く

な
り
傷
ん
で
い
る
の
で
、

対
応
し
て
欲
し
い
で
す
。

Q 

今
後
の
観
光
は
ど
の
よ
う
に 

 

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
観
光
は
こ
れ
で
い
い
と
い
う
も
の
じ
ゃ
あ

な
い
ん
で
す
よ
。
観
光
地
を
点
と
考
え
る
と
、

今
そ
れ
が
線
で
繋
が
っ
て
い
き
つ
つ
あ
る
ん

で
す
。

　
次
は
面
に
な
る
こ
と
で
雇
用
も

生
ま
れ
、
竹
原
市
に
活
力
が
生

ま
れ
る
と
思
う
の
で
、
市
役

所
、
商
工
会
議
所
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
竹

原
市
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

た
時
で
す
。

た
時
で
す
。

た
時
で
す
。

次
は
面
に
な
る
こ
と
で
雇
用
も

次
は
面
に
な
る
こ
と
で
雇
用
も

生
ま
れ
、
竹
原
市
に
活
力
が
生

生
ま
れ
、
竹
原
市
に
活
力
が
生

ま
れ
る
と
思
う
の
で
、
市
役

所
、
商
工
会
議
所
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
竹

▲大久野島のうさぎ

▲◀ 町並み保存地区と 
たけはらの地酒

「
か
ぐ
や
姫
」
と
し
て
、

た
け
は
ら
の
魅
力
を

み
な
さ
ん
に
お
伝
え

し
て
い
ま
す
！
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議案
番号 議案名等 議案等の概要

付

　託

委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本
議決
結果

報告
第 3 号

令和 2 年度竹原市一般会
計繰越明許費繰越計算書
について

令和 2 年度予算のうち令和 3 年度へ繰り越した経費に
ついて報告するもの － － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第 4 号

令和 2 年度竹原市一般会
計事故繰越し繰越計算書
について

令和 2 年度予算のうち令和 3 年度へ事故繰越しした経
費について報告するもの － － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第 5 号

令和 2 年度竹原市下水道
事業会計予算繰越計算書
について

令和 2 年度予算のうち令和 3 年度へ繰り越した経費に
ついて報告するもの － － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第 6 号

令和 2 年度竹原市水道事
業会計予算繰越計算書に
ついて

令和 2 年度予算のうち令和 3 年度へ繰り越した経費に
ついて報告するもの － － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第 7 号

竹原流通センター株式会
社の経営状況について

竹原流通センター株式会社の経営状況について報告す
るもの － － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第 8 号

竹原市税条例等の一部改
正について

地方税法の一部改正に伴う竹原市税条例等の一部改
正の専決処分について報告するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
承認

報告
第 9 号

令和 3 年度竹原市一般会
計予算の補正について

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）給
付事業を実施するために行った補正予算の専決処分
について報告するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

承認

報告
第10号

令和 3 年度竹原市一般会
計予算の補正について

子育て世帯生活支援特別給付金（その他の子育て世帯
分）給付事業を実施するために行った補正予算の専決
処分について報告するもの

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

承認

議案
第40号

広島中央環境衛生組合規
約の変更について

広島中央環境衛生組合の事務所の位置を変更するこ
とに伴い，広島中央環境衛生組合規約を変更すること
について議会の議決を求めるもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案
第41号

特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改
正する条例案

竹原市社会福祉法人等指導監査嘱託員の報酬支給額
を改めるもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ × 原案
可決

議案
第42号

竹原市固定資産評価審査
委員会条例の一部を改正
する条例案

電子情報処理組織を使用して弁明書の提出を可能と
するとともに，審査申出書等の押印を廃止するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第43号

竹原市税条例の一部を改
正する条例案

地方税法の一部が改正されたことに伴い，控除対象扶
養親族となる国外居住者の取り扱いを見直すととも
にセルフメディケーション税制の適用期間を延長する
などするもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第44号

災害被害者に対する市民税
等の減免措置に関する条例
の一部を改正する条例案

農業災害補償法の一部が改正されたことに伴い，必要
な字句の整理を行うとともに減免申請書の押印を廃
止するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第45号

竹原市火入れに関する条例
の一部を改正する条例案 許可申請書の押印を廃止するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第46号

竹原市手数料条例等の一
部を改正する条例案

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の一部が改正されたことに伴い，個人
番号カードの再交付手数料を廃止するなどするもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第47号

令和 3 年度竹原市一般会
計補正予算（第 4 号） 歳入歳出それぞれ 105,383 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

発議
第 3-5

号

新型コロナウイルス感染症
対策の強化を求める意見
書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

●令和3年第2回定例会　議案概要・採決結果　　　　令和3年6月15日～令和3年6月25日　○は賛成　×は反対

全 国 市 議 会 議 長 会 表 彰

　
令
和
３
年
度
全
国
市
議
会
議

長
会
の
総
会
に
お
い
て
、
永
年

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
る
議
員
表

彰
が
あ
り
、
在
職
30
年
の
松
本

進
議
員
、
在
職
25
年
の
吉
田
基

議
員
、
在
職
10
年
の
井
上
美
津

子
議
員
・
山
元
経
穂
議
員
が
表

彰
さ
れ
、
６
月
15
日
、
議
場
に

て
表
彰
状
の
伝
達
式
を
行
い
ま

し
た
。
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… 主 な 議 案 …
議案第44号  災害被害者に対する市民税等の減免措置に関する条例の一部を改正する条例案
議案第45号  竹原市火入れに関する条例の一部を改正する条例案

議案第47号  令和３年度竹原市一般会計補正予算（第4号）

●内　容／�行政手続きの簡素化を推進するため、申請書の押印を廃止するために様式を改めたもの。
●民生都市建設委員会での主な質疑
・質　疑／ 様式中の元号の表記が削除されていることの理由は。
・答　弁／�市民の多様な考え方に応じ、西暦及び和暦による表記にも対応できるようにするための改正であ

り、市が発出する公文書については、従来通り元号による表記を原則とします。

■母子家庭等総合支援事業
●総務文教委員会での主な質疑
・質　疑／ 今年度は対象資格がデジタル分野等の資格や講座も給付対象として拡充しているが、今後新た

に応募があった場合の対応はどのようにされるのか。
・答　弁／�当初予算で計上している中で運用する形になると思うが、不足が生じた場合には補正予算を検

討することになるのではないかと思います。

　新型コロナウイルス感染症は世界各地で依然として猛威を振るい、我が国においても感染の拡大により、新型インフル
エンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言の対象区域は広がりを見せ、また、その期間も長期化するなど、深刻な状
況が続いている。
　新型コロナウイルス感染症の収束に向けたワクチン接種が進めれているものの、こうした状況は既に国民生活や経済活
動に深刻な影響を与えており、国と地方公共団体が連携した、迅速かつ適切な対応が強く求められている。
　感染者数を抑制し、医療提供体制や社会機能を維持することにより、国民の命と健康、暮らしを守るため、次の事項に
ついて措置を講じられるよう強く要望する。

記

１�　従来型のウイルス株と比較し変異株は感染しやすく重症化する可能性が高いとされている。また、海外渡航歴のない
者から感染確認される事例も生じていることから、ゲノムサーベイランス（分子疫学調査）を通じてクラスター、オー
バーシュートの発生を防止し、感染者、重傷者及び死亡者の発生を最小限に食い止めること。

２�　ワクチン接種について、継続的な再接種が必要となる可能性を見据え、ワクチンの国内での開発及び生産を推進し、
安定供給ができる体制の構築に努めること。

３�　学校現場においては、子供たちの学びの機会の保障のためオンライン授業が行われているが、教職員の負担軽減に向
け必要な対策を講じること。

４�　経済・雇用を守り維持するためにも、更なる給付金、補助金等予算を拡充し速やかに給付すること。

５�　厳しさを増す障がい者の就学・就労環境について、現状を把握するとともに必要な対策を講じること。

６�　コロナ禍により仕事を失うなど経済的に困窮する女性が増加する中、顕在化した生理の貧困などへの支援として生理
用品を配布する自治体もある。感染拡大防止と経済活動を両立する上で、女性の活躍できる社会の実現はより一層重要
性を増している。女性の活躍を後押しできる体制を整備し、ＳＤＧｓに掲げる「誰一人取り残さない」社会の実現へ向
けて、各省庁横断的な対策を講じること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月２５日� 竹　原　市　議　会
� 議長　大　川　弘　雄

新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書意見書
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質
問  

こ
の
条
例
は
令
和
３
年

第
一
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、

す
で
に
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
、
現
在
２
名
の
方
が
再
任
用

職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
ま

す
。
派
遣
先
は
現
在
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
２
団
体
で
す
が
、
い

つ
・
ど
の
よ
う
な
形
で
派
遣
先

を
決
め
た
の
か
、
双
方
で
ど
の

よ
う
な
協
議
を
さ
れ
た
の
か
、

事
業
計
画
や
将
来
の
効
果
、
本

市
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

当
該
団
体
に
つ
い

て
は
、
市
と
緊
密
な
連
携
を
行

う
こ
と
で
団
体
の
業
務
の
円
滑

な
実
施
の
確
保
と
、
本
市
の
施

策
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
人
的
支
援

を
行
う
こ
と
で
よ
り
効
果
的
な

事
業
推
進
が
図
ら
れ
る
と
い
う

共
通
認
識
の
も
と
、
職
員
の
派

遣
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

他
市
の
例
（
派
遣
先
や

決
定
基
準
、
方
法
並
び
に
給
与

額
、
支
払
方
法
）
を
具
体
的
に

伺
い
ま
す
。
ま
た
委
託
先
と
竹

原
市
の
給
与
の
割
合
は
ど
の
様

に
な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

答
弁 

市
長 

本
来
は
市
町
が
行

う
べ
き
事
業
な
ど
を
受
託
し
実

施
し
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、

そ
の
事
業
を
有
効
的
に
進
め
る

た
め
職
員
を
派
遣
し
、
市
町
の

職
員
が
業
務
に
従
事
し
て
い
る

場
合
に
は
、
市
町
が
給
与
費
を

負
担
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
度

の
派
遣
に
係
る
職
員
の
給
与
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
と
共
同
し

て
行
う
業
務
、
市
の
事
業
を
補

完
す
る
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

職
員
が
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り

市
の
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的

な
実
施
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

市
が
負
担
す
る
も
の
で
す
。

質
問  

「
今
後
、
動
き
等
あ
り

ま
し
た
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
情
報
提
供
、
ま
た
最
終

的
に
決
定
し
た
際
に
は
お
話
し

す
る
事
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
の
事
で
し
た
が
、
２

月
の
委
員
会
以
降
、
議
会
に
対

し
全
く
情
報
提
供
や
説
明
も
な

く
職
員
の
派
遣
は
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
ど
の

様
に
お
考
え
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

こ
の
度
の
派
遣
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
第

一
回
定
例
会
に
お
い
て
議
決
い

た
だ
い
た
関
係
条
例
に
基
づ
く

職
員
の
派
遣
で
あ
り
、
適
切
に

実
施
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

質
問  

県
合
同
庁
舎
へ
の
市
役

所
移
転
は
市
長
公
約
の
最
大
の

懸
案
事
業
。
前
市
長
時
代
、
庁

舎
移
転
は
商
工
会
議
所
と
大
筋

合
意
さ
れ
た
が
、
現
在
凍
結
さ

れ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に

公
約
実
現
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

財
源
と
な
る
地
方

債
の
活
用
に
目
途
を
付
け
る
と

と
も
に
、
広
島
県
と
も
協
議
を

進
め
、
早
期
の
事
業
着
手
と
財

政
健
全
化
計
画
期
間
内
で
の
事

業
推
進
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

質
問  

市
長
就
任
間
も
な
く
２

名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
採
用
し

た
が
、
課
題
解
決
は
遅
々
と
し

て
進
展
が
な
い
こ
と
は
事
実
で
、

こ
の
現
実
か
ら
市
長
の
責
任
回

避
の
為
の
導
入
で
は
な
い
の
か
。

答
弁 

市
長 

客
観
的
な
視
点
で

適
宜
、
指
導
や
助
言
を
い
た
だ

き
、
最
終
的
に
は
私
自
身
が
、

方
向
性
を
見
極
め
な
が
ら
、
取

組
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

質
問  

一
般
行
政
職
員
一
人
当

り
の
人
口
は
竹
原
市
１
３
５
人
、

東
広
島
市
１
９
５
人
、
呉
市
１

９
６
人
で
す
。
こ
の
事
務
量
格

差
は
何
処
に
原
因
が
あ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

例
示
さ
れ
た
２
市

は
、
竹
原
市
よ
り
人
口
規
模
が

大
き
く
、
事
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
や
す
い
た
め
、
本
市
に
比

べ
て
一
般
行
政
職
員
１
人
当
り

の
人
口
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

推
測
し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

令
和
２
年
度
予
算
の
市

立
図
書
館
運
営
費
は
、
正
職
員

２
名
臨
時
職
員
７
名
で
人
件
費

３
，
３
７
６
万
５
千
円
、
図
書

購
入
費
９
０
１
万
円
、
諸
経
費

６
６
５
万
６
千
円
、
合
計
５
，

６
７
５
万
円
。
令
和
３
年
４
月

か
ら
東
京
の
業
者
に
図
書
館
運

営
を
委
託
。
委
託
費
は
５
年
間

で
２
億
６
，
８
６
０
万
円
（
年

額
５
，
４
０
０
万
円
）
。
令
和

３
年
度
は
２
年
度
よ
り
２
７
５

万
円
の
減
と
な
る
が
、
正
職
員

２
名
は
市
に
復
職
し
給
与
額
は

約
１
，
５
６
０
万
円
。
フ
ジ
賃

貸
料
は
竹
原
市
負
担
。
市
と
業

者
間
で
基
本
協
定
、
業
務
仕
様

書
が
締
結
さ
れ
て
い
る
が
、
双

方
の
担
当
者
の
専
任
は
任
命
さ

れ
て
い
る
か
。

答
弁 

教
育
長 

指
定
管
理
者
か

ら
提
案
の
事
業
計
画
収
支
計
画

書
と
こ
れ
ま
で
の
決
算
等
を
比

較
し
、
令
和
３
年
度
委
託
料
５
，

３
７
１
万
８
千
円
を
決
定
し
ま

し
た
。
新
規
ス
タ
ッ
フ
は
７
名

で
運
用
さ
れ
ま
す
。
図
書
館
長

と
文
化
生
涯
学
習
課
長
が
協
議

の
場
を
設
け
る
な
ど
、
業
務
の

履
行
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則
●市長公約について
●適正な人事育成について
●市立書院図書館について

動 画

高
たかしげ

重　洋
ようすけ

介 ● 公益法人等への竹原市職員の派遣等に関する 
条例案について 動 画
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ら
れ
や
す
い
た
め
、
本
市
に
比

べ
て
一
般
行
政
職
員
１
人
当
り

の
人
口
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

推
測
し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

令
和
２
年
度
予
算
の
市

立
図
書
館
運
営
費
は
、
正
職
員

２
名
臨
時
職
員
７
名
で
人
件
費

３
，
３
７
６
万
５
千
円
、
図
書

購
入
費
９
０
１
万
円
、
諸
経
費

６
６
５
万
６
千
円
、
合
計
５
，

６
７
５
万
円
。
令
和
３
年
４
月

か
ら
東
京
の
業
者
に
図
書
館
運

営
を
委
託
。
委
託
費
は
５
年
間

で
２
億
６
，
８
６
０
万
円
（
年

額
５
，
４
０
０
万
円
）
。
令
和

３
年
度
は
２
年
度
よ
り
２
７
５

万
円
の
減
と
な
る
が
、
正
職
員

２
名
は
市
に
復
職
し
給
与
額
は

約
１
，
５
６
０
万
円
。
フ
ジ
賃

貸
料
は
竹
原
市
負
担
。
市
と
業

者
間
で
基
本
協
定
、
業
務
仕
様

書
が
締
結
さ
れ
て
い
る
が
、
双

方
の
担
当
者
の
専
任
は
任
命
さ

れ
て
い
る
か
。

答
弁 

教
育
長 

指
定
管
理
者
か

ら
提
案
の
事
業
計
画
収
支
計
画

書
と
こ
れ
ま
で
の
決
算
等
を
比

較
し
、
令
和
３
年
度
委
託
料
５
，

３
７
１
万
８
千
円
を
決
定
し
ま

し
た
。
新
規
ス
タ
ッ
フ
は
７
名

で
運
用
さ
れ
ま
す
。
図
書
館
長

と
文
化
生
涯
学
習
課
長
が
協
議

の
場
を
設
け
る
な
ど
、
業
務
の

履
行
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問  

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、

医
師
会
の
協
力
も
あ
り
順
調
に

進
ん
で
い
る
。
今
後
の
方
針
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁 

市
長 

引
き
続
き
国
に
対

し
て
確
実
な
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

を
求
め
る
と
と
も
に
、
市
に
お

い
て
も
竹
原
地
区
医
師
会
と
連

携
し
て
集
団
接
種
の
実
施
を
検

討
し
、
10
月
の
接
種
完
了
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
フ
レ
イ
ル

の
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
高
齢

者
が
多
数
お
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
予
防
対
策
を
検
討
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

答
弁 

市
長 

外
出
自
粛
等
の
影

響
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を

防
ぐ
た
め
、
支
援
に
あ
た
る
市

保
健
師
等
の
専
門
職
が
連
携
し

て
、
自
宅
等
で
も
行
え
る
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
表
や
、
発
声
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
表
、
啓
発
冊
子
や
介
護

予
防
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、

希
望
者
へ
配
布
す
る
な
ど
、
外

出
自
粛
中
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
周
知
啓
発
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
適
切
な
フ
レ
イ
ル

予
防
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の

か
。

答
弁 

教
育
長 

今
年
度
、
文
部

科
学
省
の
実
証
事
業
に
市
内
の

全
学
校
が
積
極
的
に
応
募
し
、

参
加
校
と
し
て
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
紙

媒
体
の
教
科
書
の
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
を
分
析
し
、
国
の
動
向
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
の
導
入

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問 

「
学
校
の
働
き
方
改
革

を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
」
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
に
お
い
て
も
積
極
的
に

地
域
の
人
材
等
を
活
用
す
る
仕

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁 

教
育
長 
持
続
可
能
な
部

活
動
と
学
校
の
働
き
方
改
革
の

両
立
を
実
現
す
る
た
め
、
休
日

に
教
師
が
部
活
動
の
指
導
に
携

わ
る
必
要
が
な
い
環
境
の
構
築

が
課
題
で
あ
り
、
今
後
、
休
日

等
の
部
活
動
に
お
け
る
運
営
主

体
を
地
域
へ
移
行
す
る
必
要
性

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
実
態
も
踏
ま
え
、
適
切

な
部
活
動
運
用
の
た
め
の
体
制

整
備
に
向
け
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

①
市
内
遊
水
地
の
浚
渫

等
維
持
管
理
の
情
報
公
開
請
求

で
「
対
象
と
な
る
公
文
書
は
作

成
し
て
い
な
い
」
の
回
答
は
、

一
度
も
（
浚
渫
）
施
工
は
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

北
崎
遊
水
地
は
排
水
ポ
ン
プ
工

事
の
進
入
路
が
未
撤
去
で
あ
り
、

貯
水
量
能
力
は
減
少
し
て
い
ま

す
。

②
北
崎
・
明
神
・
毛
木
・
柏
樋

門
等
の
各
遊
水
地
の
貯
水
量
能

力
、
ポ
ン
プ
排
水
能
力
（
時
間

降
雨
量
何
㍉
）
や
浸
水
域
内
の

住
居
戸
数
・
人
数
は
。
気
象
環

境
等
の
変
化
を
見
据
え
、
貯
水

・
ポ
ン
プ
能
力
の
増
強
が
必
要

で
す
。

答
弁 

市
長 

①
国
の
財
政
的
な

特
例
措
置
で
令
和
３
年
度
予
算

に
２
億
５
千
万
円
計
上
、
北
崎

・
吉
崎
な
ど
５
カ
所
の
遊
水
地

や
河
川
の
緊
急
浚
渫
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
北
崎
排
水
機
場
の
進
入
路
は

施
設
の
維
持
管
理
等
道
路
で
活

用
し
て
お
り
、
当
時
、
今
の
擁

壁
の
一
部
か
さ
上
げ
を
行
い
、

容
量
の
確
保
を
し
て
い
ま
す
。

②
遊
水
地
は
、
古
来
の
湖
沼
を

活
用
し
て
お
り
、
計
画
降
雨
量

や
設
計
貯
水
量
、
住
居
戸
数
な

ど
定
量
的
な
指
標
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
市
強
靭
化
地
域
計
画
の
中
で

樋
門
等
の
老
朽
化
対
策
や
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
管
理
・

運
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問  

①
本
郷
産
廃
場
建
設
仮

差
止
め
の
勝
訴
は
、
「
処
分
場

が
操
業
を
始
め
た
場
合
、
有
害

物
質
が
漏
れ
出
た
水
が
場
外
へ

流
れ
、
使
う
井
戸
水
が
汚
染
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
指
摘

で
す
が
、
市
長
の
認
識
と
今
後

の
対
応
は
。

②
広
島
市
・
上
安
産
廃
場
（
Ｊ

Ａ
Ｂ
組
合
）
の
排
水
は
、
な
ぜ

水
質
悪
化
・
汚
染
が
発
生
す
る

の
で
す
か
。

③
私
は
市
長
に
産
廃
場
に
限
定

し
た
水
源
保
護
条
例
の
制
定
を

再
度
を
求
め
ま
す
。
こ
の
条
例

以
外
に
水
源
を
守
る
有
効
な
施

策
が
あ
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

①
建
設
差
止
め
を

認
め
る
仮
処
分
は
新
聞
報
道
等

で
承
知
し
て
お
り
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

②
広
島
市
に
施
設
管
理
を
確
認

す
る
と
、
法
令
で
定
め
て
い
る

水
質
基
準
は
守
ら
れ
て
い
る
と

の
回
答
で
す
。

③
廃
棄
物
の
処
理
等
の
法
律
に

基
づ
き
、
施
設
の
設
置
、
運
営

状
況
の
監
視
と
指
導
、
法
に
反

し
た
場
合
の
対
応
を
行
う
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ● 防災・減災行政と市内遊水地・併設ポンプ場の維持管理について

● 本郷産廃場建設仮差止めの勝訴と 
水源を守る市政について

動 画

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●新型コロナウイルス感染症対策について
●デジタル教科書について
●学校の部活動の改革について

動 画
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質
問  

ご
み
袋
有
料
化
に
あ
た

っ
て
の
料
金
設
定
の
考
え
方
、

一
世
帯
あ
た
り
の
負
担
額
と
過

度
な
家
計
負
担
の
軽
減
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

製
造
・
流
通
経
費

の
み
で
あ
っ
た
現
行
の
指
定
ご

み
袋
の
価
格
に
、
新
た
に
ご
み

処
理
費
用
の
一
部
を
加
え
た
額

と
し
、
そ
の
料
金
水
準
は
近
隣

市
町
と
同
程
度
に
な
る
よ
う
に

設
定
し
て
お
り
、
例
え
ば
燃
や

せ
る
も
の
・
有
害
の
袋
は
１
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
１
円
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
１
世
帯
当
た
り
の
負
担
額
は
、

現
在
の
指
定
袋
が
年
間
約
１
，

３
６
０
円
に
対
し
有
料
化
後
は

年
間
約
４
，
５
０
０
円
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
有
料
化
に
伴
う
家
計
の
負
担

に
対
す
る
軽
減
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
、

紙
お
む
つ
が
必
要
不
可
欠
と
な

る
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児

養
育
世
帯
で
は
、
家
計
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
ご
み
袋
交

付
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
現

在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

質
問  

し
尿
処
理
収
集
料
金
は
、

一
世
帯
当
た
り
年
間
ど
れ
く
ら

い
の
負
担
が
増
え
る
の
か
伺
い

ま
す
。

答
弁 

市
長 

し
尿
収
集
料
金
は
、

質
問  

市
長
就
任
に
お
い
て
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取

組
み
、
街
中
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る
こ
と
に
よ
り
「
元
気
な
竹

原
市
」
「
夢
あ
る
竹
原
市
」
「

住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
る
竹
原

市
」
の
実
現
に
挑
戦
す
る
と
し
、

ま
た
、
平
成
31
年
３
月
に
は
、

「
第
６
次
総
合
計
画
」
を
打
ち

出
し
、
４
つ
の
将
来
像
に
加
え

重
点
テ
ー
マ
の
「
７
月
豪
雨
災

害
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
」

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
今
栄
市
政
が
行
っ
て
き
た
施

策
が
今
後
に
お
い
て
も
有
効
に

働
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、

様
々
な
経
験
を
通
し
て
省
み
る

作
業
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
任
期
も
あ
と
数
か
月
と
な
っ

て
お
り
、
本
市
が
目
指
す
「
元

気
な
竹
原
市
」
の
実
現
に
向
け

て
、
引
き
続
き
竹
原
市
政
の
か

じ
取
り
を
担
う
意
志
が
お
あ
り

な
の
か
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

私
は
、
市
長
就
任

以
来
、
竹
原
市
の
歴
史
と
文
化
、

自
然
環
境
や
地
域
で
活
躍
す
る

人
材
と
い
っ
た
、
誇
れ
る
資
源

や
財
産
を
活
か
し
た
市
政
運
営

を
揚
げ
、
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

「
子
育
て
支
援
」
「
充
実
し
た

教
育
環
境
づ
く
り
」
「
産
業
振

興
」
や
「
地
域
福
祉
の
充
実
」

現
在
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
12
円

を
上
限
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

搬
入
距
離
や
搬
入
時
間
の
増
加

等
を
考
慮
し
、
10
月
以
降
は
上

限
を
16
円
に
見
直
す
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
影
響
額
は
、

５
人
槽
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を

利
用
し
て
い
る
世
帯
の
場
合
に

は
、
１
回
当
り
約
１
，
７
０
０

リ
ッ
ト
ル
程
度
収
集
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
６
，
８
０
０
円
程

度
の
負
担
増
に
な
る
と
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

質
問  

財
政
健
全
化
に
お
け
る

人
件
費
の
見
直
し
は
、
給
与
の

減
額
で
令
和
３
年
度
末
ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
給
与
の

適
正
化
と
現
在
ま
で
の
人
件
費

の
効
果
額
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 
市
長 
旅
費
制
度
を
含
め

た
給
与
の
適
正
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
く
令

和
２
年
度
ま
で
の
人
件
費
の
効

果
額
は
、
目
標
２
億
円
に
対
し
、

約
１
億
９
，
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
早

期
の
財
政
健
全
化
達
成
の
た
め
、

引
き
続
き
給
与
制
度
の
適
正
化

を
図
り
、
人
件
費
の
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

と
い
っ
た
施
策
に
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、

真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
起
こ
っ
た
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、

そ
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
事

項
と
し
て
、
市
民
と
関
係
者
及

び
市
役
所
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
、
今
年
度
中

の
災
害
復
旧
工
事
の
完
了
が
見

え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
第
６
次

竹
原
市
総
合
計
画
」
の
中
で
、

将
来
像
と
し
て
揚
げ
た
「
市
民

の
皆
様
が
住
み
や
す
さ
を
実
感

し
、
誇
ら
し
い
と
思
え
る
元
気

な
竹
原
市
」
の
実
現
に
向
け
た

取
組
は
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
と
い
う
新
た
な
課
題

も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
信
任
を
い
た
だ
け

る
の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
環
境

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、

元
気
な
竹
原
市
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

下
しもがきうち

垣内 和
かずはる

春
●今年度10月1日からの一般廃棄物等の取り扱いについて
●財政健全化計画の経過と今後の取組について 動 画

川
かわもと

本　　円
まどか

 ● 今栄市政の取組及び竹原市の 
将来像について 動 画
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４月２３日　全議員会議
４月２６日　総務文教委員会
４月２７日　民生都市建設委員会
５月１８日　総務文教委員会
５月２５日　議会運営委員会
５月３１日　民生都市建設委員会
６月１０日　議会運営委員会
６月１５日　本会議

６月１７日　総務文教委員会
６月１８日　民生都市建設委員会
６月２１日　本会議
６月２２日　本会議
６月２５日　議会運営委員会
　　　　　　本会議
　　　　　　会派代表者会議
７月　７日　広島中央環境衛生組合　臨時会

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は4回開催しました。（4/15，6/15，6/25，7/15）

令和2年度の各議員の政務活動費収支報告

●令和2年度 政務活動費支出状況 （議員数：14名）（単位：円）

●全ての項目について、収支を証明する領収書が添付されています。
●閲覧を希望される方は議会事務局へご連絡ください。
●各議員の執行状況等については市議会HPからも閲覧できます。

 議�員� 名 交付額 執行額計 使　用　内　容 差し引き返納額

下垣内和春 120,000 0 120,000
今田　佳男 120,000 17,000 研究研修費�������� 17,000 103,000
竹橋　和彦 120,000 0 120,000
山元　経穂 120,000 0 120,000
高重　洋介 120,000 33,000 資料購入費�������� 33,000 87,000
堀越　賢二 120,000 0 120,000
川本　　円 120,000 0 120,000
井上美津子 120,000 0 120,000
大川　弘雄 120,000 0 120,000

道法　知江 120,000 49,100 研究研修費�������� 33,660資料購入費�������� 15,440 70,900

宮原　忠行 未申請

吉田　　基 120,000 120,000 研究研修費������� 120,000 0
宇野　武則 120,000 22,056 資料作成費�������� 22,056 97,944
松本　　進 未申請
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観
光
客
を
呼
び
込
み 

ま
ち
の
活
性
化
へ

発行　竹原市議会　広報広聴委員会　　広島県竹原市中央五丁目１番 35 号  　1 0846（22）7761［直通］

くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

　
竹
原
市
出
身
の
田
口
侑
治
さ
ん

が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
競
技
日
本
代
表
選

手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
歳
の
頃
に
視
野
が
狭
く
な
る

病
気
と
診
断
さ
れ
た
田
口
さ
ん
は
、

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
剣
道
に
打

ち
込
み
、
そ
の
後
調
理
師
と
な
り

ま
し
た
が
、
視
力
が
悪
化
し
た
こ

と
で
将
来
自
分
の
店
を
持
つ
夢
が

絶
た
れ
ま
し
た
。

　
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル

を
始
め
、
現
在
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う

新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。
卒
業
し
た
大
乗
小

学
校
で
、
講
演
を
し
て
く
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
竹
原
市
も
「
竹
」
を
活
用
し
た

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採
火
式
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
２
年
前
は
「
車
い
す
バ
ス
ケ
体

験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
の
活
躍
で
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

今
田　
佳
男

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長 

○
副
委
員
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　川
本

　
　円

　
　宇
野

　武
則

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

特
集
後
記

　
竹
原
市
に
は
、
風
光
明
媚
な
自

然
や
歴
史
・
文
化
に
育
ま
れ
た
観

光
資
源
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
多
く
の
場
所
へ
移
動
が
可

能
に
な
る
よ
う
、
レ
ン
タ
カ
ー
や

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
し
出
し
を

し
て
お
り
、
手
荷
物
の
預
か
り
な

ど
ち
ょ
っ
と
し
た
お
も
て
な
し
の

心
も
観
光
客
に
は
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
観
光
協
会
会
長
が
「
観
光
を
産

業
に
す
る
た
め
に
、
町
並
み
保
存

地
区
、
大
久
野
島
な
ど
の
観
光
資

源
と
瀬
戸
内
の
め
ぐ
み
と
食
が
一

緒
に
な
る
こ
と
で
滞
在
時
間
や
観

光
消
費
額
も
増
加
し
、
そ
れ
に
係

わ
る
人
た
ち
も
多
く
な
る
。
ま
た
、

瀬
戸
内
は
一
つ
で
あ
り
、
情
報
を

共
有
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
輪
が
広
が
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
、
関
係
人
口
増
加
に

向
け
、
観
光
協
会
や
商
工
会
議
所

な
ど
他
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

市
の
事
業
が
執
行
で
き
る
よ
う
後

押
し
し
て
い
く
と
共
に
、
市
内
外

の
人
た
ち
に
竹
原
の
良
さ
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
上　
美
津
子

特　集
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